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山 陰地方におけるエサキムカシハナバチの営巣生態と

カラスザンショ ウヘの訪花性について
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Nesting Biology and Flower Visiting Habits of Colletes esakii HIRASHIMA in 

Zanthoxylum ailanthoides SEIB. & Zucc. in Sanin District, 

Southwestern Japan (Hymenoptera, Colletidae) 

By Ryoichi MIYANAGA, Shun KITAMURA, Keiichi 0TUI and Kentaro MORIMOTO 

Abstract The biology of Colletes esakii was studied in 2007 and 2008 at Tottori Hana Kairo 
garden (Tottori prefectural flower park), where dense aggregations of nests were found. We analyzed 
the diurnal foraging activities, nest architecture and pollen resources. The females of C. esakii 
mainly visited on flowers of Zanthoxylum ailanthoides. They started their foraging trip at around 
9.00 h in the morning when the flowers began to open and returned from the last trip at around 
15.00 h .  On average, 10.3 provisioning trips were made in a day. Females collected on average 
48,537 pollen grains per pollen load and the cells contained 578,050  grains. All of 37 pollen loads 
analyzed were pure Zanthoxylum loads although cells contained less than 4% of pollen grains other 
than Zanthoxylum. Seven nests established in "nest cylinders" (plastic net pipes filled with cray soil) 
buried at the nesting site were excavated; the main burrow extend more or less horizontally into the 
steep face. Cells were at the ends of laterals that branched off the main burrow. Up to 15 cells were 
completed during the foraging period. 

Key words: Nest architecture; nest aggregation; flower resource; oligolectic. 

はじめに

オ ー ス ト ラ リアを除 く 世界各地から こ れまでおよそ330種が

るが， 南 米 ・ アンデス地方に分布する種では朽木

されている (MICHENER, 2007) ． エサ キ ム カ シ ハナバチ Colletes esakii は， 日本に分布する

6種の ム カ シハナバチ属のう ちの1種で （多田内 ・ 村尾， 2014)， 本）廿 ， 九州，

るとされている （松野ら， 2009) ． 本種の生態については， すでに松野ら (2009)

る． これによると本種は7月中旬 ～8月下旬に営巣活 動 期をもつ 年1化性の単独性種で｀ 花粉源植物

ム カ シハ

としてもっぱら カ ラ スザンシ ョ ウを利用する こ とが明らかにされている

「とっとり花 回廊」 の園内において発見 さ

き

l ) 島根大学生物 資源科学部
2) 千菓県千葉市
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調査地 と 調査方法

l ． 調査地の概要
調 査は鳥取県西伯郡南部町 の観光施設 「と っ と り 花 回廊」 の 園 地 にあ っ た本種の 集団営巣地で

行 っ た ． 「と っ と り 花回廊」 は大山 山麓にある日本最大級 の フ ラ ワ ー パ ー ク で， 総面積は50 h a に お

よ ぶ 直径50 m の 円形温室 （ フ ラ ワ ー ドー ム ） を中心 に 北館， 南館， 西館， 東館が配置され， こ れ

ら が館の名前の 由 来となっ ている全長1 km の展望 回廊 に よ っ て結ばれている （ 図 1).

本 園 に お けるエサキム カ シ ハ ナ バチの営巣は20 0 2年 頃か ら 確認されてお り ， 調査を行 っ た20 0 7

~20 0 8年 に は園 内2か所 に 大規模な営巣集団が確認された． こ の う ち フ ラ ワ ー ドー ム 北西部の 丘 陵

を中心と した集団営巣地 （以降， 営巣地 A とする） の規模はとくに大きく， 野生ハ ナバチ類の営巣
集団と しては日本でも最大級のものであ っ た （図2) ． 巣は樹木が伐採され， 北東 に開けた丘陵の斜

面 （斜度 l5 ~30 度程度） 全体に 密 に 分布 し， その一部はフ ラ ワ ー ドー ム周辺の芝地 にまでお よ んでい
た． 営巣密度の高い場所では， 隣接する巣口間の距離はわずか数セ ンチであっ た． も う 1つの営巣集

団 （営巣地 B とする） は観覧エ リ ア外にあっ た． こ こ では西館へ至る作業道沿い の法面 （高さ3 m X 長

さ15 m, 斜度 l5~45度程度） に 数十巣が営巣されていた （ 図3) ． 営巣地の周囲はカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ な

どが生育する2次林であった （図4).

2. 調査方法

2.1 . 営巣活動

営巣活動 に 関する調査は主と して営巣地 B で行 っ た． 本種の季節消長を明 ら かにするため，

密度がとく に 高 い場所 に調査区画 (0 .5 m X 0 .5 m) を設け ， 区 画 内 に創設された巣を対象 に 活動消長

に 関する調査を行 った． 調査は20 0 7年7月 26日か ら 8月 3 0日 に 行 っ た． 調査日 ごと に 区画内 に 新た に

創設された巣の数 （新設巣数）， メ ス の出帰巣が見 ら れた巣の 数 （活動巣数）， メ ス の出帰巣が見 ら れ

なくな っ た巣の数 （活動休止巣数） を カ ウ ン ト した．

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の開花時間帯とメ ス の日周活動との 同 調性を明 らかにするため ， 区画内で営巣

中の メ ス を捕えて中胸背 に個体識別マ ー ク を施 し， 出巣お よ び帰巣時刻， 帰巣時の花粉荷 の有無な

どを記録 し だ さ ら に， 区画内 に 営巣 している全個体を対象 に7:30 か ら 1 5 : 0 0 にか けての出巣お よ び
帰巣個体数を15分おきに カ ウ ン ト し， その活動をモ ニ タ リ ン グ し た ． 調査は20 0 7年8月 8日と8月 9日

に 行 っ た．

2.2． 採餌資源植物 の推定

本種の メ ス は カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 以外 に も， ホ ル ト ノ キ （ホ ル ト ノ キ科） や ボ タ ン ボ ウ フ ウ （セ リ

科） への訪花が報告されている （長瀬， 20 0 4； 松野 ら ， 20 0 9) ． 調査地で本種がカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 以外

の花資源を利用 しているか ど う かを明 ら かにするため ， l） 後脚 の刷毛 に 集積された花粉荷中の花粉

粒， 2） 発掘 した巣の育房か ら 得た花粉団子中の花粉粒， 3） 調査地周辺で採取 したカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ

の花粉粒を用 いてプ レパラ ー ト 標本を作製 し ， 花粉荷 お よ び花粉団子を構成する花粉種の 同定を試

みた． また， 花粉団子の花粉粒 に 占 めるカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の花粉粒の割合を明 ら かにするため， 植

物種 ごと に 花粉粒数を求めた． 花粉荷 については実体顕微鏡下で左右 どち ら かの後脚か ら 花粉荷を
取 り 外 して0 .5 m l の乳酸中に 懸濁 したのち， その 一部 (0 .0 0 1 m l) を血球計算盤に 採取 して光学顕微

鏡下で含まれる花粉粒を カ ウ ン ト した． こ の作業を1 個体あた り 1 0 回反復 し， 得 ら れた平均花粉粒
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数 を 5 X 1 0九 て花粉荷当た り の総花粉粒数と した． 花粉団子 につい ては， 育房内の幼態ステ ー ジ が

卵あるいは孵化 したばか り の幼虫のものを 選択 し， 花粉荷と同様の方法で植物種 ごとの総花粉粒数

を 求 め た 調査は2007年お よ び2008 年 に行った

2.3 . 巣の構造

ム カ シ ハ ナバチ属は しばしば高密度の営巣集団 を 形成 し ， 累代的に 同 じ営巣地 を 利用 する． この
よ うな営巣地では土中に多数の育房や育房跡が混在 し ， 正確な巣の構 造 を 明らかにすることが極め

図 1 -6 ． エサ キ ム カ シ ハ ナバチ の営巣地 と 人工営巣基お よ び花蜜量調査の様子 ．

1 : 中 央 ド ー ム と そ の 手前 に 位置す る 営巣地 A （丘陵部） ： 2 : 営巣地 A の 中 心部 ； 3 : 営巣地 B ,
4 : 営巣地 B 周辺の2次林 ； 5 : 営巣地 B に埋設 し た 「 ネ ス ト シ リ ン ダ ー 」 ： 6 : カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ
の花蜜量の測定の様子 ．
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て困難となる． そこで本研究では著者らが考案した 「ネス ト シリンダ ー 」 を用いて調査を行った．

「ネス ト シリン ダー 」 とは市販の暗渠用メッシ ュ排水管 （直径 l O cmx長さ50 cm) に営巣地の土砂を
充填した営巣基である （図5) ． 調査は2007年 に行った． オスの初見日から7日後の8月2日 に ， 営巣地
B の一角 に 「ネス ト シリン ダ ー 」 を8本まとめて埋設し， ハチ の営巣を促した． メス の飛翔活動が
見られなくなった8月22日にこれらを発掘し， 研究室に 持ち帰ったのち に解体した． 8本の 「ネス ト
シリンダ ー 」 から合計7巣が得られた．

2.4. カラスザンショウの開花特性
営巣地 B 付近の2次林 に生育する野生株を対象 に， カラス ザン ショウの開花の推移を調査した．

調査日の早朝， 調査株の花序の一部を ビ ニ ールテ ープでマ ーキングし， そこに着生していた開花直
前の管の開花時刻と落花時刻を記録した． マ ークの際， すでに開花している花があった場合はこれ
を除去した． このような調査を調査株の同 じ花序で毎日繰り返し， 日 ごとの開花数の推移をモニタ
リングした． 調査は2008年8月6日から8月26日まで2日おきに行った．

カラス ザン ショウの花蜜分泌量の経時的変化を明らか にするため， 開花中の雄花を対象 に ， 時
間帯 ごとの花蜜分泌量を求めた （図6) ． 調査前日の夕刻 に不織布の袋 (28cmX 25 cm) を花序 に 被せ
て訪花者を遮断した無訪花区と 自 然状態の訪花区を設けた． 無訪花区では袋かけの際 に開花中の花
をすべて除去した． 翌日の7:00から17:00までの間， 両 区とも2時間に1回， 花蜜をマイクロキ ャ ピラ
リー チ ュ ー ブで採取し、 分泌量を測定した。 なお， カラス ザン ショウの花は非常 に小さく， l 花あ
たりの花蜜量は微量であったため， 複数の花の花蜜量を1本のマイクロキ ャ ピラリー チ ュ ー ブに採
取し， 採取した花数で除したものを1花あたりの花蜜量として取り扱った．

結果お よび考察

1. カラス ザン ショウの開花特性
カラス ザンショ ウ は離弁花類に属し， 雄花は5本の雄蕊， 雌 花は3心皮性の雌蕊と， それぞれ5枚

の花弁および5深裂した尊からなる． 雄花， 雌花共 に 花の直径は5mm程度で， このような小花が散
房花序 に 密生する． 本種は一般 に雌雄異株とされるが， 多くの集団は雄株と両性株からなる雄性両
性異株性を示すという （布施， 未発表） ． 今回の調査地でも雄株とともに 両性株 が確認されだ さら
にこれらに加えて雌花のみを咲かせる雌株があった． 図7にはこれらの開花の推移を示した． 雄株，
両性株， 雌株 それぞれl株 についてモニタリングしたものである． 調査した雄株の開花は8月上旬か
ら始まり， そのピ ークは8月中旬にあった． 一方で， 雌株の開花は8月中旬から始まり， 8月下旬に そ
の ピ ークがあった． これに対し両性株では， まず雄花の開花 ピ ークが雄株と同様， 8月中旬にあり，
その後， 雌花の ピ ークが見られた．

花の開花時間帯は雄花， 雌花ともに8:00�11:00 頃 に あり， 雄 花では8:00~9:00頃 にかけて一斉 に
開約がみられた． 雄花の寿命はほぽl日であった． 図8に は雄花の花蜜量の経時的変化を示した． 袋
掛けを行った無訪花区の花の花蜜量は開約が始まる時間帯である9:00頃 ピ ークがあった． 一端， 減
少した花蜜量はその後漸増し， 15:oo�I7:00頃 にかけて急増 した． 訪花区の花でも同様の傾向が認

められたが， とくに9:00と17:00の花蜜量が無訪花区よりも著しく低かった． これは訪花昆虫による
吸蜜の結果と考えられた．
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図7. カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の マ ー ク し た花序 に お け る 開花の推移 ．

A : 雄株に お け る 雄花の 開花数 ： B : 雌株に お け る 雌花 の 開花数 ，
c : 両性株 に お け る 雄花 と 雌花 の 開花数．

2. エサキムカシ ハ
図9には調査区内 に創設 さ れた新巣および活動巣の数の季節的推移を示した． 本種は九州北部 （北

九州市） では年1化性で， 成虫の活動期は7月中旬～8月下旬と さ れている （松野ら， 2009) ． 山 陰地方
に おいても， 成虫の出現期は以下に述べる
るものと考えられる

お ける2007年のオスの初 見 日 は7月23 日 であった．

すでに活動巣が30巣見られた． その後， 新巣の創 設は8月中旬ま
ら花粉荷搬入が終了するまでの 日 数， すな わ ち

ったことから，

した巣 に他のメ スが侵入し，
を利用して，

に
さ れてか

日 (N = 7) で あった
がしばしば観察 さ れ

た． 調査区内で観察し
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図8. カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の 雄株の 雄花 に お け る 花蜜量の経時的変化 ．

午前7時台 に つ い て は， カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 花上 に 訪花昆虫が全 く 見 ら れな
か っ た の で袋の有無 と は 無関係 に花蜜量 を 測定 し た ．

た 1 巣では最初のメスが営巣を終了したのち， 2度 に わたって別のメスがこ のような主坑の再利用を
行った．

図 10は調査区画内の巣を対象 にカウン トしたメスの出巣および帰巣数の推移， 図 1 1はマ ークした
巣 に お けるメスの日周活動を示したものである． 図 10から明らかなようにメスの花粉採餌はカラス
ザンショウの開約とともに 始まり， そのピークは 9:00� 10:00頃 に あった． 午後にも採餌を行う個体
が散見 されたが， 本調査地では15 :00以 降 に出巣する個体はほとん ど見られなかった． ただし， 松野

ら (2009) は北九州 に お ける本種の日周活動性が午前と午後 に ピ ークをもつ二 山型である こ とを示
している．

図 1 2 には採餌から帰巣したメスが持ち帰った花粉荷の花粉粒数の経時的変化を示したものであ
る． 調査した帰巣個体の花粉荷はすべてカラ スザンショウの花粉粒で構成されていた (N = 37) ． 花
粉荷当たりのカラスザンショウの花粉粒数は平均48,537粒 (N = 37) であった． 育房内の花粉団子も
ほぼカラスザンショウの花粉粒のみで構成されていたが （平均構成比率は97.8% , N = 16) わずかに
他種の花粉粒の混入も認められた． 花粉団 子あたりの花粉粒数は平均578,050粒 (N = 16) であった．

3. 巣の構造
本種の巣の構造についてはすでに根来 ( 1986) および松野ら (2009) の報告がある． こ こ では「ネス

トシ リ ンダ ー 」 に営巣された7巣 について調査した結果を簡単 に述べるにと どめる． 図 1 3には7巣の

うちl 巣の構造を示した． 主坑は斜面 に対してほぼ直角 に掘削 され， その末端部 には貯食中の育房が
あった． こ れ以外の育房は主坑から分 岐した側坑の末端 に あった． もっとも地表部 に近い育房は地表
からおよそ70mm, 深い育房は350mmの位置に あった． 主坑の直径は平均7.63 土 0.60mm(N = 3)， 側
坑のそれは7.67 土 0.48mm(N=5) であった． 主坑および側坑の内壁は押し固められていたが， コハナ
バチ科な どと比較すると， その表面は荒いものであった． こ れはムカシハナバチ属 (Colletes) のメス
が腹端 に 尾節板 (pygidial plate) を欠くためである (BATRA, 1 980) ． 地中営巣性ハナバチ類の多くは尾
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図 1 0 ． エ サ キ ム カ シ ハ ナ バ チ の採餌個体の 出 巣数お よ び帰巣数の 日 内変動
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図12． エサ キ ム カ シ ハ ナ バチ の花粉荷の花粉粒数， 採餌所要時間， 花粉荷搬入 回数の 日 内変動．
花粉搬入回数お よ び採餌所要時間はマ ー ク し た メ ス を対象に測定 し た． な お午前8時前の採餌所要
時間 は測定 し て い な い．

節板を用いて坑道壁や育房壁 を滑らかに押 し 固 め ることが知られている (BATRA, 1 964； 宮永， 20 0 1 ) .

発掘 し た7巣すべてで育房は側 坑の末蝙 に 1個作 製されていた． 巣当たり育房数は平均8 .9 土 3.6

個 ( N= 7) であった． 岩田 (1971 ) に よ ると， ム カ シ ハナバチ属の育房配列は MALYSHEV ( 1 935) の停止

分岐型 ( statio nary branch ed type) か後退分岐型 ( reg ressiv e branch ed type) に 区分されるとい う ．
一方，

前田 (20 0 0 ) は MALYSHEV ( 1 935) をもとにヒメ ハ ナバチ属の巣型を6つのタ イ プに分類 し， このなか

で基点分岐型と非基点分岐型を設けている． 前者は停止分岐型 に相当 し， 主坑の末端部を基点と し，

そこから複数の側坑が分岐するもので， 育房はその末端 部 に 1 個作製される． 後者は主坑のさ ま ざ

ま な位置から側坑が分岐し， その末端 に育房が1 個作製されるものである． 育房が作成される順序

に よ っていくつかのサブ タ イ プがあり， 後退分岐型は育房が巣の深部から浅部の順に作成されるタ

イ プとなる． エサキム カ シ ハ ナバチの巣は非基点分岐型 に 相 当 するものと考えられたが， 育房の作

製順 については不明瞭であった．

育房は底部が丸みを帯 びた涙滴型で内壁にはセ ロ フ ァ ン 状の薄膜 に よ るコ ー デイ ン グが施されて

いた （ 図 1 4) ． これは Dufou r腺に含 ま れるマ ク ロ ラ ク ト ン に 由 来するとされ (HEFERZ, 1 979, 1 98 7), 

液腺分泌物 に含 ま れる酵素 に よ って縮重合 し， ポリマ ー が生成すると考えられている (TORCHIO et al, 
1 98 8 ) ． コ ー テ ィ ン グは側坑の一部 に ま で及 んでいた． 育房のサ イ ズは長軸が15 . 8 土 2.6 mm ( N＝ 39),

最 大 幅 が1 0 .5 士 1 .3 mm ( N= 39) であった． ま た， コ ー テ ィ ン グされた側 坑 の長さは6.2士 2.5 mm

( N= 39) であった． 育房内 の貯食物は多重の薄膜で形成され， 蓋がけされた袋状の構造物の中 にあっ

た （ 図 1 4) ． 育房の構造お よ び コ ー テ ィ ン グの状態は BATRA ( 1 98 0 ) や郷右近 ( 1 98 2) と同様であった．

ま と め

叫 食地方ではエサキム カ シ ハ ナバチの営巣集団が しばしば発見されるものの （たとえば大畑ら，

20 1 0 )， その分布は局所的と考えられている． これは日本各地でハ ナバチ類を対象と して実施されて

いる定期 ・ 定量調査において， 本種の採集記録が乏 し いことからも う かがえる． 営巣場所と しては
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10.0 cm 

図13. ネ ス ト シ リ ン ダー に営巣 さ れた エサ キ ム カ シ ハ ナバチの巣の構造
LS : 小型幼虫 ； LM : 中型幼虫 ； LL : 大炭幼虫 ； PV : 貯食中 の育房

図14． エサ キ ム カ シ ハ ナバチ の育房 （左） と 貯食物 （右）．

他の地中営巣性ハ ナバチ類同様， 日当たりのよ い裸地を好むとされる （松野ら， 20 0 9) ． 自然状態で

このよ うな場所は少ないことから， 大規模な営巣集団は道路の法面や公圏など， 何らかの人手が加
わった場所で発見されることが多い ．

今回の調査ではとっとり花回廊 内の2か所で営巣集団が発見された． このうち営巣集団 A は中 央

ドー ム に隣接 した丘 陵にあっ た 中央 ドー ム を中心に敷設された全長 1 k m の円 形回廊の内 側 エ リ

アにカ ラ スザ ン シ ョ ウ は無く， 一方で多くの開花植物が植栽されていだ このよ うな営巣環境下に

おいて も ， メ スの日周 活動性は カ ラ スザ ン シ ョ ウ の雄花の開花と強い 同 調性が見られ， 本種は専

らカ ラ スザ ン シ ョ ウ を花粉源と して利用 していた． 本種の訪花植物と してはこのほかに， マ メ 科の

ッ ク シ ハ ギ （富樫， 1 986)， セ リ 科のボ タ ン ボ ウ フ ウ （長瀬， 20 0 4)， ホ ルトノ キ科のホ ルトノ キ （松

野ら， 20 0 9) が報告されてい る ただ し， これらの植物においてメ スが花粉採餌を行っていたのか

どうかは明らかでない ． 本種が カ ラ スザ ン シ ョ ウ のみ を花粉源と して利 用 することは， すでに松野
ら (20 0 9) も 述べている

ハ ナバチ類が示す訪花植物への忠実性 (fi de li ty) は2つのカ テ ゴ リ ーに区分される． すなわち高い

採餌効率を維持するために個 体 レ ベ ル で同種植物を連続的に訪問する 「定花性 (fl owe r consta ncy)」
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と 種 レベルで花粉源が特定の植物分類群 に 限定される狭食性 ( oligolec ty) である． 後者の定義につい

ては， 利用する植物群が近縁 （ 同 一 の科あるいは亜科） の1 ~4属 に 限定されるな どが提唱されてい

る (CANE & SIPES, 20 0 6) ． 今回の調査でメ ス 37個体から得られた花粉荷は， すべてカ ラ ス ザ ン シ ョ

ウ の花粉粒で構成されてい だ ま た， 育房内の貯食物もほ と ん どが カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の花粉粒で
構成されていた． こ れらが個体レ ベ ル で発現される定花性 に基づく結果 と は考えにくい ． 多くの植

物が開花 している園 内であえてカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ にのみ訪花 しているこ と な どを考え合わせる と ，

本種はカ ラ ス ザ ン シ ョ ウ に対 して定義上， 狭食性 と い う こ と に なる． 貯食物 に はわずかに他の花粉

粒も観察されたが， CANE & SIPES (20 0 6) は狭食性種であっ ても利用植物以外の花粉粒の偶発的な混
入 (c on tam ina tion) は生 じ得る と し ， その比率が全体の5 - 1 0 ％程度であれば狭食性 と 見 なせる と し

ている．

ム カ シ ハ ナ バチ属の狭食性については， MOLLER & KUHLMANN (20 0 3, 20 0 8 ) や BISCHOFF et al . (20 0 3, 

20 0 5) の報告がある． こ のう ち MOLLER & KUHLMANN (20 0 8 ) はその進化的要因 と して， 花粉に含 ま れ

るア ルカ ロ イ ドな ど有害な 2次代謝物質の影響を生理的に克服 したこ と を示唆 している． 食植性昆虫

の食性進化 に 関 しては， 餌植物の2次代謝物質への生理的適応がその他の植物の利 用 能力 と ト レ ー

ドオ フ の関係 に あ っ た と も言われている (CONELL & HAWKINS, 20 0 3; SINGER, 20 0 8 ) ． その一方で， 狭食

性のハ ナバチ類では， 本来の花粉源 と 異 なる植物の花粉を用 いて作成 した人工餌を与えても幼虫が

健全に成長するこ と が報告されている ( WILLIAMS, 20 0 3; PRAz et al ., 20 0 8 ) ． したが っ てこ のよ う な ト

レ ー ドオ フ が成立 したか ど う か については検討を要する． カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ についてみる と ， セ イ

ヨウ ミ ツ バチ が夏季の花粉源 と して本種をさかん に利 用 しているこ と な どから， 花粉に有害な 2次
代謝物質が含 ま れている可能性は低いものと 推察される． カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の小花は単純 な放射相

称で， 形態的に みても訪花者を制 限する強い 選択圧が作用 し ている と は考えに くい ． こ のよ う な事

例は ウ ツ ギヒメ ハ ナバチ と ウ ツ ギ類の関 係 に おいてもみるこ と ができる

花回廊の営巣集団は20 0 2年 頃から目 立 ち始め （中村， 私信）， 調査を行 っ た20 0 8 年頃をピ ー ク に急

速に衰退 し， 現在は小規模な 営巣集団が散在 しているに過 ぎ な い ． 単一の花粉種を利 用する本種が

短期間のう ち に 巨大 な営巣集団を形成すれば， 当然のこ と な がら花資源は一気 に不足するこ と が予

想される． 本種の局所的な分布 の背景 にはこ のよ う な 特徴的 な個体群の動態が関連 しているのかも

しれな い ．
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